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　目的　食品の色勧にJ: ･T食欲をそヽられμ')，減退?^られそ）ことはしばしば経験1

ろところである. 之丸食品一色・種類に多く，食品n£庶民ずるけあμリ£に左去いり

二とダタくな・たと恩,われろ。実籐と･心な色の食ぶ。^妊i れる蟻向にある々ヽりロる手々りヽ

りとに，;^色あわiにっいて色帥坤好り傾向について網べr-。

　方法　和オＬンジ’青・緑'黄･ 歌　ぴ！峯･１､･ * £のタ＆･り乃めI"ついてa 由に

I つた寸亙択させh. 邁択手* I-っいマI-?, h ■味･蚕等に肉寸ゐ六項@ [こ･ついて質問紙

に記入りh.対影3, 幼椎園･
'Jヽ摩‘申尊涌杖べ導・男ザマし罪甲丿珍夏’冬

にわr- -,て行っ几，

　紬篆全般的にみるI, 多く剱訓示色は青と万レンリTあリ，次いで奮･ &■ 戈ブ'あ

っしぴき条・柴・里,･オ｡色は好され￥いいヽう傾句がh られし喀令別Tin. 最む々く

臨おりいろ川l幼祐に小・すrほ気南て-17 t ･ tレンジ，大でにオI-ンジであっ凡

　幼‘小･ 市でづア色の色・£ぴ才にりヽrこ午ソが見ら（あ’犬ほグ色齢｀やフ平や的に妊

れ巾，影か別TI恥幼■ Aヽドi。いてば男孚に肯≪-｀45-れ七汝ヽ乱r-私・オレン,v ダ無まれ

r-..系別で･ば，夏山a需o^-ク【ネに黒,が多く妊晋れる傾危】iヽ･£ ら>f爪，地域別1ヽは,

農耐に笑, JL，仰ずにf^r‘多く好尋れに選荻争由にっいマは, 'トＴ　高・叉ともに赤

オレンジ・青･ 禄･黄き-k^^ rこも●にみ帽こ色ぷ肉すろ理淘で£ぱ拡ぴ? 条・ILはふも

I-喋[--肉する理飢リ- 了瓦ばφ爪。成%的'/理由で産ぼれh傾向トあい

需色であっ≒総停的じ色･ 味でまﾑ｡r--もりが表む多ぷゝ' 配。

A－137　キ/コのカサとワ^の脂m喬雄成の皇嘱乙極k･^nt唯，呻性龍－。比驚r. ･ﾌ

　　　　いZ

　　　　郡山々5 欠　匁吸　　哉苓　峰

　B的　キIコの瀬I- よリカサ^ ク＝ｷの脂肪醵組成がt.i＆aろタイプヽ乙を化しな1･タ･1

づ゜があろ゜゛X詔めてﾏf t いるダ，こifL y 脂肺雌粗成のま･が，1)サ乙ク岑Ti脂唯寫有功

-t吟竃化によS^･ヽかはa豺-4｀ぞーI)。をz.Z' 本亀巻はヵすとクキの脂管々量各ぷ=が申祓

隊’賓乙＆持鶴噂（ヵ比恥にｰ，いて神豺色好い, 肇一に'ttf末句なキノコへI-0 ゲ') -fcりド｀･リン

脂嗜S4 の脂陥敵吸収t;比無し，＆隨嗜n %訓冷酎瓢我と。,嘩汲を萌夕^･にしr-・

　±法　申駝ﾋｲ掌^し罠与奪俯ぽ詐＆弁即az゛霖取したものざ，脂肪酸租戎に将脈,,為る

牙科,n そ／コt Siu犯。昧噴のｷ由出はF。U､味に噂じて竹い, 重量=t-^腹t-£ 曳・し在。

中性略隻乙－性脂哺m）有舞喋々イnil ラムワa -a iヽﾜ゛ラフィーI- ぶ:・柘。hn n" iはりド

( ・&-) ， ･) ン脂嗜（PL) 噂の局禰嗜愕層ワD^z トり｀゛ラフ< －にi: ≪j, 鵬咄幕掌鳶書が

ヌワロa ﾄﾉﾌﾟ｀ラフ^ －1= より刺色した，

　料果　＼) il サ. ワキ-^ 右＼Z.’)I －＼し難が永体老占と&3 タイ-7’in 守ノ-a ガ･-5--ftサ，ワ吽

乙もにー性晦噴が砂乙, 含をてei･, PLXもI- 'J J －|し霞が£係左む岫･乙v> た。

　2)　巾^にはオレイン竃，ワキざはりノー/む喬が・体t fi-らろりイブのキノコぜ＼t･ｶ乃

に昨中性能漿が夕μ, クキt:゛は極性晦噂if'ﾀ9 <嘉在｡していた。このジプ’ヽキノコi*カ-t)

（･･）醜噴^｛ずクキlこttλ｀てUげーも砂u 。

　3｝カ-n, ク^ヽ乙をにスヲフ>)ン敢が’タタいキノコーどtまカガ, ク=^ ^も片中性脂唯ｶﾞｦﾀii

　・7テア0ン剱「恥政舞脂肪碓，-T 4 に9* （右寡し，p L tこrぷ') /一1し敢ﾀﾞﾀﾀ（奄哀i. T い

乍。




